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TOKYO 20
20

TOKYO 1964

1964 年の東京から
2020 年の東京へ
東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会まで、いよいよ 1 年を切りました。
同一都市での複数回開催はアジア初。前回大会は 50 年以上前のことです。
今号は、オリンピックのシンボルである聖火リレーを、1964 年を振り返りながらご紹介します。

スポーツ交流課 ☎ 083-934-2874

か
ら
お
よ
そ
６
年
前
の

２
０
１
３
年
９
月
７
日
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス

で
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
の
こ
と
を

皆
さ
ん
は
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
。
日
本
時
間
で
は
翌
８
日
未
明

の
こ
と
。
当
時
、
眠
い
目
を
こ
す
っ

て
、
発
表
を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

待
っ
て
い
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
の
日
、
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ー

ド
、
日
本
の
東
京
の
３
候
補
か
ら
、

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

地
最
終
選
考
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
開

催
地
は
東
京
」。
そ
う
発
表
さ
れ
た

瞬
間
、
日
本
中
が
大
変
な
熱
気
に
包

ま
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
招
致
ス
ピ
ー
チ
で
の
「
お
も

て
な
し
」
と
い
う
言
葉
が
、
流
行
語

に
も
な
り
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
６
年
。
開
催
決
定
は
つ

い
先
日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
元

号
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
変
わ
り
、

時
代
は
確
か
に
進
ん
で
い
ま
す
。
そ

し
て
現
在
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
が
、
い
よ
い
よ
と
い
う
と
こ

ろ
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
開
催
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
プ
ロ
セ
ス
が
本
格
化
し
ま
す
。

各
競
技
の
選
手
選
考
、
会
場
準
備
、

競
技
の
運
営
方
法
、
そ
し
て
、
大
会

シ
ン
ボ
ル
と
な
る
聖
火
リ
レ
ー
の
実

施
な
ど
で
す
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
は
、
来
年
３
月
26
日
に
福

島
県
を
起
点
と
し
、
７
月
24
日
の
開

会
式
ま
で
の
１
２
１
日
間
を
か
け
、

全
国
47
都
道
府
県
を
巡
り
ま
す
。
山

口
県
で
は
、
上
の
図
の
よ
う
に
岩
国

市
か
ら
始
ま
り
、
西
部
、
北
部
へ
と

聖
火
が
各
地
の
名
所
を
訪
れ
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
１
日
目
の
最
終
地
で

あ
る
本
市
で
は
、
中
央
公
園
で
聖
火

の
到
着
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
募

集
は
、
８
月
31
日
を
も
っ
て
締
め
切

ら
れ
、
選
考
に
よ
り
決
定
し
た
走
者

た
ち
が
、
来
年
の
５
月
14
日
と
15
日

の
２
日
間
、
県
内
各
地
で
聖
火
を
つ

な
ぎ
ま
す
。

　

２
度
目
と
な
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
走
者
か
ら
走
者
へ
灯
が
渡
さ
れ

る
よ
う
に
、
１
９
６
４
年
の
大
会
か

ら
２
０
２
０
年
の
大
会
へ
は
ど
ん
な

灯
が
渡
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
号
で
は
、
１
９
６
４
年
に
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
た
２
人
の
物
語
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
来
年
の
初
夏
、
本

市
を
駆
け
抜
け
る
聖
火
と
、
聖
火
に

思
い
を
託
す
ラ
ン
ナ
ー
に
、
あ
た
た

か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

今

聖
火
の
つ
な
ぐ
も
の

1964 年の聖火リレーの
様子を伝える当時の山口
市報（左）と阿知須町広
報（右）。山口市報では、

「～野良着のままかけつ
けた農家の人、エプロン
姿の主婦、幼稚園児や
小・中校生徒らが日の丸
の小旗を手に、すき間も
なく埋めつくして迎えま
した」と、当時の盛り上
がりを伝えています。

①②セレモニーの様子③
④走者集合写真⑤沿道で
声援を送る人々⑥走る聖
火ランナー⑦白バイに先
導される聖火ランナー（全て
阿知須で撮影されたもの）

問

1

3

2

4

5

6

7

が
つ
な
ぐ

聖
火※実施市とその順番は今後変更に

なる場合があります。コースの詳
細は、年末頃に公表の予定です。

聖火リレー実施日およびルート
2020 年 5 月 14 日（木）

2020 年 5 月 15 日（金）

岩国市 ⇒ 柳井市 ⇒ 光市 ⇒ 下松市 
⇒ 周南市 ⇒ 防府市 ⇒ 山口市

宇部市 ⇒ 山陽小野田市 ⇒ 下関市 
⇒ 美祢市 ⇒ 長門市 ⇒ 萩市
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兼
重
さ
ん
は
見
つ
け
ま
す
。
そ
れ
は

50
年
以
上
前
の
も
の
と
は
思
え
ぬ
ほ

ど
き
れ
い
な
状
態
で
、
と
て
も
大
切

に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
手
に
取
る
と

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
息
子
が
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走
っ
た
こ
と
を
、

母
は
と
て
も
喜
ん
で
い
た
に
違
い
な

い
。
親
心
で
す
ね
」。
兼
重
さ
ん
の
話

か
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
誰
か
特

定
の
人
の
た
め
の
も
の
で
な
く
、
思

い
を
寄
せ
る
す
べ
て
の
人
の
も
の
で

あ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
前
回
大
会
は
、
日
本
の
復
興
と

平
和
を
象
徴
す
る
も
の
で
し
た
。
次

の
大
会
は
、
国
を
問
わ
ず
、
多
く
の

人
に
と
っ
て
平
和
を
願
う
き
っ
か
け

と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」。
奥
さ
ん

と
お
孫
さ
ん
を
傍
に
語
る
兼
重
さ
ん

の
言
葉
に
は
、
あ
た
た
か
な
心
の
つ

な
が
る
未
来
が
見
え
ま
す
。

沿
道
で
一
生
懸
命
応
援
し
て
く
れ
た

祖
母
の
姿
、
父
の
日
記
に
記
さ
れ
た

「
聖
火
リ
レ
ー
応
援
」
の
文
字
、
ど

こ
ま
で
も
続
く
沿
道
の
人
々
の
笑
顔

が
今
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
日
本
中
が
熱
狂
に
包
ま
れ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
、
慌
た

だ
し
い
日
常
が
戻
る
と
、聖
火
リ
レ
ー

も
い
つ
し
か
過
去
の
こ
と
に
。
そ
の

と
き
着
用
し
て
い
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
存
在
も
、
そ
の
後
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

時
が
経
っ
て
１
９
６
４
年
も
遠
く

な
っ
た
あ
る
日
、
お
母
様
の
遺
品
の

整
理
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
蔵
の
中

の
タ
ン
ス
に
大
事
に
し
ま
わ
れ
た
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
、

れ
を
見
つ
け
た
時
、
母
の

あ
た
た
か
な
心
に
触
れ
た

よ
う
で
、
胸
に
込
み
上
げ
て
く
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
」。
55
年
前
、
阿

知
須
地
域
で
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め

た
兼
重
隆
文
さ
ん
は
、
白
く
柔
ら
か

な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
目
を
落
と
し
て

語
り
ま
し
た
。

　
中
学
高
校
と
陸
上
競
技
に
打
ち
込

ん
で
い
た
兼
重
さ
ん
に
、
阿
知
須
の

体
育
協
会
か
ら
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
就
任

の
打
診
が
あ
っ
た
の
は
18
歳
の
時
。

当
時
は
そ
の
大
役
の
意
味
す
る
も
の

を
漠
然
と
し
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
引

き
受
け
た
そ
う
で
す
が
、
年
齢
を
重

ね
る
に
つ
れ
、
そ
の
時
の
こ
と
が
、

大
き
な
感
動
を
伴
っ
て
思
い
起
こ
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

　
兼
重
さ
ん
が
駆
け
抜
け
た
の
は
阿

知
須
の
岩
倉
か
ら
土
路
石
の
区
間
。

「
こ

あたたかな心をつなぐ

▲上：トーチを持つ兼重さん（中央）／下：聖
火ランナーのユニフォーム。まるで昨日渡され
たかのように、きれいな状態で保管されていた。

①山内則男さん高校時代の
部活動集合写真。最前列左
から 2 人目が則男さん／
②第 42 回全国高校駅伝で
京都の街を駆け抜ける息子
の健太郎さん／③全国高校
駅伝（鹿児島県予選）で 2
区の走者へ 1 位でタスキ
を渡す孫の健登さん（右）

右：山内さんが聖火
ランナーを務めたと
きに着用したゼッケ
ン ／ 下： 聖 火 ラ ン
ナーに配られた記念
メダル

切
れ
ぬ
ほ
ど
続
く
沿
道
の

人
々
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
先
頭
で
、
聖
火
の
灯
る
ト
ー
チ

を
持
っ
て
故
郷
を
走
り
ま
し
た
。
あ

の
と
き
の
高
揚
感
は
50
年
以
上
た
っ

た
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
」

　
大
内
中
学
校
前
の
バ
ス
停
か
ら
鯖

地
の
バ
ス
停
ま
で
、
お
よ
そ
１
キ
ロ

の
距
離
。
高
校
２
年
生
、
17
歳
の
時
。

山
内
則
男
さ
ん
は
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
小
鯖
地
域
を
走
り
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
学
校
の
体
育
の
先

生
か
ら
か
け
ら
れ
た
、「
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
走
っ
て
み
な
い
か
」
と

い
う
言
葉
で
し
た
。
突
然
の
提
案
に

山
内
さ
ん
は
驚
き
は
し
た
も
の
の
、

ま
た
と
な
い
栄
誉
な
こ
と
と
思
い
、

引
き
受
け
る
こ
と
に
。
家
に
帰
っ
て

家
族
に
報
告
す
る
と
、
み
ん
な
が
大

変
喜
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

１
９
６
４
年
は
国
内
で
初
め
て
開

催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か

け
に
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
普
及
し
始

め
た
頃
。
大
会
が
始
ま
る
と
、
当
時
、

中
国
電
力
山
口
支
店
前
に
あ
っ
た
テ

レ
ビ
で
、
学
校
帰
り
の
山
内
さ
ん
も

競
技
を
観
戦
し
た
そ
う
で
す
。
国
立

競
技
場
に
聖
火
を
届
け
た
一
員
と
し

て
、
高
校
生
だ
っ
た
山
内
さ
ん
の
目

に
、
１
９
６
４
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
、
き
っ
と
特
別
な
も
の
に
映
っ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
幼
い
頃
か
ら
活
発
で
運
動
が
好
き

だ
っ
た
山
内
さ
ん
は
、
運
動
会
な
ど

で
も
陸
上
選
手
を
務
め
る
こ
と
が
多

く
、
若
い
頃
か
ら
走
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
も
あ
り
ま
し
た
。
家
庭
を
持
ち
、

息
子
さ
ん
が
学
校
に
通
う
よ
う
に
な

る
と
、
お
子
さ
ん
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
で
は
当
然
、
声
援
に
も
熱
が
入

り
ま
す
。
そ
ん
な
山
内
さ
ん
の
影
響

を
受
け
て
か
、
息
子
の
健
太
郎
さ
ん

は
陸
上
競
技
を
本
格
的
に
志
し
て
体

育
大
学
へ
。
そ
し
て
今
度
は
、
健
太

郎
さ
ん
が
練
習
す
る
姿
を
見
て
育
っ

た
孫
の
健
登
さ
ん
も
ま
た
、
陸
上
競

技
の
世
界
に
身
を
置
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
県
外
の
高
校
３
年
生

で
あ
る
健
登
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
へ
２
年
連
続
で
出
場
す
る
ほ
ど
の

実
力
の
持
ち
主
で
す
。

　
親
か
ら
子
へ
、
子
が
親
と
な
り
、
ま

た
そ
の
子
へ
。
ひ
と
り
で
は
困
難
な
道

の
り
を
、
聖
火
を
つ
な
い
で
駆
け
抜
け

る
リ
レ
ー
の
よ
う
に
、
山
内
さ
ん
の
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
思
い
も
ま
た
、
世
代
を
越

え
て
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
途

次の世代へ絆をつなぐ

▲聖火ランナーに声援を送ろうと、沿道を埋め
る多くの人。写真右端はトーチを持って走る兼
重さん あ

た
た
か
な
、
母
の
心

親
か
ら
子
へ
、
ま
た
そ
の
子
へ

3
2

1

your Olympic torch relay 山内則男さんに聞く

your Olympic torch relay 兼重隆文さんに聞く
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しごと創生分野

大学生や専門学校生等が、学生生活を過ごす中で感じた地域・社会課題の解
決に資する事業を起業により行うもの

本市における地域資源や地域の特性、優位性を戦略的に活用
し、交流人口の拡大や移住定住の促進につながる事業

結婚・出産・子育てにおける相談・支援等を目
的に、若い世代の希望に応え、安全・安心に暮
らせるような環境整備につながる事業や市民生
活における安心、地域活動における活力を生み
出す事業

本市において展開される新たなビジネス、または本市の地域資源を活
用した新たなビジネスで、「稼ぐ力」の強化（地域経済の活性化）や「し
ごと」づくり（雇用創出、産業振興）に効果が期待できる事業

ひとの流れ創生分野

結婚・出産・子育ての

学生起業分野

希望に応える環境創生分野

４つの分野を
応援します。

地域の活性化や地域課題
の解決に向けて取り組む

新たな事業活動を応援します。
　
「
山
口
市
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
事
業
補

助
金
」
は
、
市
内
外
の
人
々
か
ら
広
く
共

感
を
得
ら
れ
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
る
、
地

方
創
生
に
資
す
る
新
た
な
事
業
活
動
を

応
援
す
る
補
助
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
活
動
に
係
る
必
要

な
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
組
み
入
れ
た
寄
附
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
応
援
寄
附
補

助
金
に
加
え
、
事
業
支
援
補
助
金
を
事
業

者
に
交
付
し
、
本
市
の
ふ
る
さ
と
創
生
に

向
け
た
事
業
活
動
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
事
業
に
共

感
さ
れ
た
方
々
に
よ
る
寄
附
に
よ
り
、
本

市
に
活
力
を
生
み
出
す
仕
組
み
で
す
。

　

今
回
、
新
た
に
「
学
生
起
業
分
野
」
を

加
え
、
若
者
の
定
着
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
思
い
に
多
く
の
共
感
を
呼

び
込
み
、
実
現
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ぜ
ひ
、皆
さ
ん
も
、ふ
る
さ
と
創
生
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
認
定

に
あ
た
っ
て
は
、
審
議
会
に
よ
る
審
査
を

実
施
し
ま
す
。

　【寄附型クラウドファンディング】とは
クラウドファンディングとは、不特定多数の人がインターネット経由で事業提案者に財源の提供や協力などを
行うことで、投資型、購入型、寄附型の３種類があります。このうち寄附型は、資金提供者が事業提案者に対
して寄附として資金を提供するものを指します。

寄付をした方

① パソコンやスマホで特設サイトへアクセ

② 応援したい事業を選択

③ 寄附額を選択し、「寄附を申し込む」をクリ

④ ログイン後、クレジットカード情報等を

特設サイト「KAIKA ふるさと納税」にアクセス
https://www.yamaguchi-city.kaika-cf.jp/

▼

▼

▼
「KAIKA」への会員登録が必要

④ 確定申告

⑤ 所得税からの還付

寄附のしくみ

山口市

税務署

寄附の方法

募集期間は 12 月 13 日（金）まで

事業者

※給与所得のみ等、確定申告を行う必要がない方は、簡単
な手続きでふるさと納税の寄附金控除を受けることがで
きる「ワンストップ特例制度」が利用できます。

※インターネット環境がない場合やクレジットカードをお
持ちでない場合は、現金や振り込みでの応援も可能です。
詳細はふるさと産業振興課までお問い合わせください。

① 寄附
 （ふるさと納税）

⑤ 翌年度分の
　 住民税の減額

③ 情報提供

（事業者認定後に受付を開始します）

H29 年度認定事業
ゆだを明るくするプロジェクト

湯田温泉に「湯田モ
ダン」を取り入れた
統一的なデザインの
提灯「燈

とう

華
か

」を 2,000
個設置。安全・安心
な街とするとともに、
経済効果の高い夜の
街歩きを促進し、湯
田 温 泉 の 活 性 化 を
図ったもの。

過去の認定事例

事業に要する費用　350 万円

補助対象外

応援寄附補助金 事業支援補助金
クラウド

ファンディング

自己資金

150 万円

100 万円

100 万円

補助限度額 100 万円

（市）

100 万円

補助金イメージ
（例）しごと創生分野の場合

100 万円

補助対象経費　300 万円

　経費

× 補助率
1/3

50 万円補助対象経費
300 万円

100 万円
× 補助率

1/3
補助対象経費
300 万円

補助限度額 100 万円

② 山口市ふるさと創生
　 推進事業補助金

ふ
る
さ
と
産
業
振
興
課

-
-

問☎
0
8
3
  9
3
4
  2
9
2
8

3

2

1

4

山口市ふるさと創生推進事業補助金
行っています募集を 締切９３. （月）０

応援寄附
補助金

補助率：補助対象経費の１/ ３以内
補助限度額：100 万円

事業支援
補助金

補助率：補助対象経費の１/ ３以内
補助限度額：100 万円

応援寄附
補助金

補助率：補助対象経費の１/2 以内
補助限度額：75 万円

事業支援
補助金

補助率：補助対象経費の１/2 以内
補助限度額：75 万円

応援寄附
補助金

補助率：補助対象経費の１/ ３以内
補助限度額：50 万円

事業支援
補助金

補助率：補助対象経費の１/ ３以内
補助限度額：50 万円

応援寄附
補助金

補助率：補助対象経費の１/ ３以内
補助限度額：50 万円

事業支援
補助金

補助率：補助対象経費の１/ ３以内
補助限度額：50 万円
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を
守
り
た
い
」

と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
山
口

支
部
は
、
平

成
24
年
か
ら

毎
年
、
の
ぼ

り
や
横
断
幕

な
ど
交
通
事

故
を
防
止
す

る
た
め
の
グ
ッ
ズ
を
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
安
全
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
６
５

　
平
川
地
域
出
身
の
石
川
佳
純
選
手
が
所

属
す
る
卓
球
Ｔ
リ
ー
グ
の
「
木
下
ア
ビ
エ

ル
神
奈
川
」（
女
子
）
が
、
令
和
２
年
２
月

11
日
（
火
曜
日
）
に
大
内
長
野
の
や
ま
ぐ

ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
で
県
内
初
と
な

る
公
式
戦
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
７
月
17

日
（
水
曜
日
）、
木
下
ア
ビ
エ
ル
神
奈
川
を

運
営
す
る
木
下
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

の
川
村
卓
也
社
長
ら
４
人
が
山
口
総
合
支

所
を
訪
れ
、
市
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
川
村
社
長
は
、「
山
口
市
は
た
く
さ
ん
の

有
名
選
手
を
輩
出
し
て
い
る
。
次
の
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
、
一
流
選
手
の
活
躍
を

ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
同
チ
ー
ム

の
応
援
グ
ッ
ズ
と
サ
イ
ン
色
紙
を
市
長
に

手
渡
し
、
同
席
し
た
石
川
選
手
の
父
・
公

久
さ
ん
は
、

「
地
元
で
の
試

合
を
本
人
も

楽
し
み
に
し

て
い
る
と
思

う
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

市
長
は
、「
石

川
選
手
は
山

口
市
の
誇
り
。

１
月
に
決
定

す
る
五
輪
代
表
選
手
に
選
ば
れ
て
、
い
い

凱
旋
試
合
に
し
て
欲
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
７
４

　
７
月
18
日
（
木
曜
日
）、
薩
長
同
盟
日
本

酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
弾
と
し
て
、
清
酒

「
ふ
れ
ん
ど
」
の
制
作
発
表
会
を
山
口
総
合

支
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
幕
末
に
坂
本
龍
馬
の
仲
介
に
よ
り
長
州

か
ら
薩
摩
に
お
米
が
運
ば
れ
た
と
い
う
歴

史
に
着
想
を
得
て
、
明
治
維
新
１
５
０
年
を

契
機
に
山
口
市
と
鹿
児
島
市
の
民
間
、
大

学
、
行
政
な
ど
の
関
係
者
が
連
携
し
取
り

組
ん
で
き
た
日
本
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
こ
の
お
酒
は
、
山
口
大
学
農
学
部
が
酒

米
栽
培
に
関
す
る
技
術
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
鹿
児
島
大
学
農
学
部
と
連
携
協
力
し

て
、
山
口
か
ら
運
ば
れ
た
酒
米
「
山
田
錦
」

山
口
総
合
支
所
で
開
催
し
、
そ
の
後
、
団

員
10
人
は
31
日
（
水
曜
日
）
か
ら
８
月
４

日（
日
曜
日
）に
か
け
て
済
南
市
を
訪
問
し
、

済
南
市
青
少
年
宮
で
の
体
験
活
動
等
を
行

い
ま
し
た
。

　
両
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、ダ
ン
ス
を
テ
ー

マ
と
す
る
交
流
事
業
を
中
心
に
、
各
所
で

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
・
交
流
活
動
を
行
っ
て
、

友
好
関
係
を
深
め
ま
し
た
。

国
際
交
流
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
７
２
５

　
７
月
16
日
（
火
曜
日
）、
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
山
口
支
部
か
ら
、
交
通
指
導
や
見
守
り

活
動
の
際
に
着
用
す
る
交
通
安
全
ベ
ス
ト

５
０
０
着
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ベ

ス
ト
に
は
、
表
と
裏
に
名
札
な
ど
を
差
し

込
め
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
長
は
、「
寄
贈
い
た
だ
い
た
ベ
ス
ト

は
児
童
の
安
全
確
保
や
、
先
生
、
保
護
者
、

地
域
の
方
が
見
守
り
活
動
を
す
る
際
の
安

全
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
山
本
支
部
長
は
、

「
交
通
事
故
の
防
止
、
通
学
途
中
の
児
童
の

痛
ま
し
い
交
通
死
亡
事
故
撲
滅
は
、
今
日

の
大
き
な
社
会
問
題
。
今
後
も
交
通
事
故

の
防
止
に
努
め
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

　
本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
中
国
・
山
東

省
済
南
市
と

は
、
国
際
社

会
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の

育
成
を
目
指

し
、
毎
年
、

互
い
の
文
化

や
生
活
習
慣

を
理
解
し
あ

う
心
を
育
む

交
流
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
済
南
市
青
少
年
交
流
訪
問
団
11

人
が
本
市
を
訪
れ
、
７
月
10
日
か
ら
14
日

ま
で
の
５
日
間
滞
在
。
11
日
（
木
曜
日
）

に
は
、
市
長

を
表
敬
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月

22
日
（
月
曜

日
）
に
は
、

本
市
か
ら
済

南
市
に
派
遣

さ
れ
る
小
中

学
生
の
訪
問

団
出
発
式
を

済
南
市
・
山
口
市
青
少
年
交
流

訪
問
団
に
よ
る
交
流
活
動

ウェブサイト
でも公開中

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

来
年
２
月
、
県
内
初
の
T
リ
ー

グ
公
式
戦
を
本
市
で
開
催

清
酒
「
ふ
れ
ん
ど
」
制
作
発
表

会
を
開
催

問

を
鹿
児
島
市

内
で
栽
培
育

成
し
、
収
穫

し
た
酒
米
を

原
料
と
し
て

い
ま
す
。
ま

た
、
醸
造
す

る
の
は
山
口

市
の
金
光
酒

造
で
す
。

　

今
回
、
銘

柄
名
と
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
の

は
、
作
家
、
美
術
家
、
画
家
と
し
て
ボ
ー

ダ
レ
ス
に
活
躍
す
る
大
宮
エ
リ
ー
さ
ん
。

大
宮
さ
ん
は
、「
ラ
ベ
ル
に
は
清
ら
か
な
流

れ
を
表
現
し
、
鹿
児
島
と
山
口
の
よ
う
な

結
び
つ
き
が
広
が
れ
ば
、
と
の
思
い
を
込

め
た
。
私
も
友
だ
ち
に
送
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
仲
の
良
い
人
と
楽
し
ん
で
飲
ん

で
も
ら
え
る
の
で
は
」
と
思
い
を
語
り
ま

し
た
。観光

交
流
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
１
０

　
７
月
20
日
（
土
曜
日
）、「
中
市
ま
ち
な

か
広
場
」
の
完
成
を
記
念
し
て
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
た
び
完
成
し
た
広
場
は
、
中
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
Ｎ
ａ
ｃ
前
庭
と
一
体
的
な

活
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ

の
両
エ
リ
ア
を
総
称
し
た
も
の
と
し
て
、

「
な
か
ぴ
あ
」

と
い
う
愛
称

が
公
募
に
よ

り
決
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

式
典
で
渡

辺
市
長
は
、

「
な
か
ぴ
あ
の

愛
称
の
由
来

の
と
お
り
、

こ
こ
に
集
う

人
が
つ
な
が
り
、
そ
の
輪
が
さ
ら
に
大
き

な
輪
と
な
っ
て
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ

い
の
発
信
源
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
、
新
た
な
憩
い
の
空
間

と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
市
商
店
街
振

興
組
合
の
岸
田
副
理
事
長
は
、「
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
、人
々

の
輪
に
つ
な
が
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
大

い
に
活
用
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
も
ち

ま
き
の
後
に
は
、ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
音
楽
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
行

わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
大
変
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

都
市
整
備
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
９
３
５

　
７
月
26
日
（
金
曜
日
）、
山
口
市
の
「
鋳

銭
司
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

と
「
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
☆
Ｊ
Ｖ
Ｃ
」
の
選
手
と

監
督
合
わ
せ
て
21
人
が
山
口
総
合
支
所
を

訪
れ
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
市
長
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
チ
ー
ム
は
、
８
月
６
日
（
火
曜
日
）

か
ら
９
日
（
金
曜
日
）
ま
で
神
奈
川
県
川

崎
市
で
開
か
れ
た
「
か
ん
ぽ
生
命
ド
リ
ー

ム
カ
ッ
プ
第
39
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
」
に
県
代
表
と
し
て
出
場
。

両
チ
ー
ム
と
も
、
同
大
会
へ
の
出
場
は
初

め
て
で
し
た
。

　
女
子
の
部
に
出
場
さ
れ
た
「
鋳
銭
司
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
の
キ
ャ

プ
テ
ン
上
地
乃
々
香
選
手
は
、「
心
を
一

つ
に
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ボ
ー
ル
を
し
っ
か

り
つ
な
い
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を
語
り
、

男
女
混
合
の
部
に
出
場
し
た
「
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ

Ｅ
☆
Ｊ
Ｖ
Ｃ
」
の
キ
ャ
プ
テ
ン
水
野
加
奈

選
手
は
、「
会

場
の
雰
囲
気

に
の
ま
れ
ず
、

自
分
た
ち
の

バ
レ
ー
を
し
、

一
試
合
で
も

多
く
勝
ち
た

い
」
と
意
気

込
み
を
語
り

ま
し
た
。
市

長
は
、「
市
内

か
ら
２
チ
ー
ム
が
全
国
大
会
に
出
場
し
て

く
れ
て
嬉
し
い
。
県
の
代
表
と
し
て
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課
☎
０
８
３

９
３
４


２
８
７
５

交
通
安
全
ベ
ス
ト
の
贈
呈
式
を

行
い
ま
し
た

済南市青少年交流訪問団の皆さんと市長出発に向けて思いを語る団員たち

ベストを手にして記念撮影する様子

商品を PR する大宮エリーさん

完成した「なかぴあ」

木下アビエル神奈川の関係者らと市長

表
紙
の
写
真

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

が
全
国
大
会
出
場
を
報
告

出場選手たちとの集合写真

「
な
か
ぴ
あ
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

問

問

問

問

問

　
表
紙
の
写
真
は
、
８
月
１
日
に
開

催
さ
れ
た
S
L
「
や
ま
ぐ
ち
」
号

運
転
開
始
40
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

ひ
と
コ
マ
で
す
。
昭
和
54
年
８
月
１

日
に
S
L
が
山
口
線
に
復
活
し
て

40
周
年
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
こ
の
日
、
新
山
口
駅
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
１
日
こ
ど
も
駅
長
、

１
日
こ
ど
も
車
掌
に
任
命
さ
れ
た
こ

ど
も
た
ち
が
出
発
合
図
を
出
し
た

り
、
S
L
に
乗
り
込
み
車
掌
業
務

を
し
た
り
と
イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

颯
爽
と
ホ
ー
ム
に
登
場
し
た

S
L
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
赤
く
塗
り
（
普
段

は
黒
）、昔
か
ら
使
用
し
て
い
る
ヘ
ッ

ド
マ
ー
ク
、
12
系
客
車
時
代
の
テ
ー

ル
マ
ー
ク
を
特
別
に
取
り
付
け
る
な

ど
、
復
活
し
た
昭
和
54
年
当
時
を
彷

彿
さ
せ
る
姿
で
運
転
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
姿
を
見
よ
う

と
、
ホ
ー
ム
は
た
く
さ
ん
の
フ
ァ
ン

で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
こ
の
40
年
間
、

愛
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ゆ
け
！
S
L
「
や
ま
ぐ
ち
」
号
　

これからも変わらず、力
強い走りで老若男女問わ
ず笑顔にしてくれること
でしょう。

問 広報広聴課 ☎ 083-934-2753
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約 1,000 個のキャンドルが演出する幻想的な空間で、
五重塔が一段と美しく見える風景をお楽しみください。

［日時］　9 月 16 日（月・祝）、23日（月・祝）
　　　　キャンドル点灯：18時 30分～ 21時
［場所］　香山公園（香山町 7-1）

満月の庭のコンサート
［出演］シャンソン　松﨑雅子
           ピアノ　脇淵陽子

［時間］19 時から、20 時 30 分から
［場所］満月の庭（雨天時 ･ 本堂）

キャンドル点灯ボランティア募集
■内容・時間　全体活動…17 時～ 21 時 30 分／キャンドルの設置・点灯…17 時～ 18 時 30 分／消灯…20 時 40 分～ 21 時
30 分　■対象　個人・グループいずれも可能（中学生以下は保護者同伴）　■申し込み・問い合わせ　希望日の前日 17 時まで
に、電話・ＦＡＸ・Ｅメールのいずれかで、氏名・電話番号・〒住所・参加日時・生年月日を、大路ロビー☎ 083-920-9220
　  083-920-9221 　 info@ojilobby.jp まで

ゆらめきの灯り茶会
［出演］アイリッシュハープ奏者
　　　　Chifumi

［時間］19 時から、20 時 30 分から
［場所］満月の庭（雨天時・本堂）

満月の庭のコンサート

（総合）大路ロビー☎ 083-920-9220
（当日）香山公園前観光案内所☎ 083-934-6630

問
合
せ

山口山口ゆゆららめめきき回廊回廊

［時間］17 時 30 分から
　　　 （20 時まで受け付け）

［場所］露山堂周辺（雨天時 ･ 松籟亭）
［料金］一席 500 円

９16
月・祝 ９23

月・祝

萩の食の魅力を認知していただ
くため、食をテーマにしたイベ
ントを開催します。萩ふるさと
大使である熊谷喜八氏（KIHACHI
創業者）と奥田政行氏（「アル・
ケッチァーノ」オーナーシェフ）
による、萩の食材を活用した
ビュッフェとバーベキューをお
楽しみいただけます。
日時　9 月 16 日（月・祝）　　

12 時～ 15 時
場所　道 の 駅

萩 し ー ま ー
と横（萩市椿
東4160-61）

定 員　 先 着
200 人

料金　5,000円
萩市企画

政策課☎ 0838-25-3102

科学を学ぶ楽しさや驚き、感動を
体験できる企画が盛りだくさんで
す。29 日（日）には米村でんじ
ろうサイエンスプロダクション所
属の海老谷浩さんによるサイエン
スショーも開催します。
日時　9 月 28 日（土）10 時 10

分～17 時、29 日（日）10 時～
17 時（29 日のブース出展は
16 時まで）

場所　おのだサンパーク（山陽小
野田市中川六丁目 4-1）
山陽小野田市教育総務課

  ☎ 0836-82-1200

光と音の幻想的な世界をお楽し
みください。
日時　イベントホールのみ鑑賞

する場合…11 月 4 日（月・休）
まで /9 時 30 分～ 17 時（入
館は 16 時 30 分まで）

　イベントホールと植物館どち
らも鑑賞する場合…9 月 29 日

（日）までは 19 時～ 22 時 /9
月 30 日（月）～ 11 月 4 日（月・
休）は 18 時 30 分～ 22 時

※全期間、入館は 21 時 30 分まで
場所　ときわミュージアム世界を

旅する植物館、イベントホール
（宇部市野中三丁目 4-29）

料金　一般 500 円、高校生以下
無料（小学生以下保護者同伴）

※イベントホールか植物館のどち
らか一方を観覧される場合は一般
300 円
問 宇部市ときわ公園課
  ☎ 0836-37-2888

毎年恒例の津和野夜神楽公演が
本年も開催。会場は日本五大稲
荷の一つ・太皷谷稲成神社。夜
の稲成神社、幽玄な雰囲気の中
で手に汗握る勇壮な演武をご堪
能ください。なお、公演当日に
は演目に応じて限定御朱印を授
与します。
日時　9 月 7 日（土）、14 日（土）、

15日（日）、21日（土）、22日（日）
20 時～ 21 時

場所　太 皷 谷
稲成神社（津
和 野 町 後 田
409）

料 金　 大 人
500 円、 小
学生以下無料

問 津和野町観
光協会

  ☎ 0856-72-1771

チームラボ 
宇部市ときわ公園 2019

美祢市と国際交流している台湾よ
り取り寄せる、大小様々なランタ
ンが鮮やかに灯り、心和ませてく
れます。ステージイベントや、e
スポーツ、台湾グルメの出店など
も楽しむことができます。
日時　9 月 28 日（土）15 時か

ら 21 時
場所　美祢市役所駐車場（美祢市

大嶺町東分 326-1）
美祢ランタンナイトフェスティバ

ル実行委員会☎ 0837-53-1666

山口県央連携都市圏域では、多
彩なイベントを開催中。さらに多
くの情報は右のＱＲコードから。

萩・食の祭典 2019 ＨＡＧＩ
フードフェスティバル

美祢ランタンナイト
フェスティバル 津和野夜神楽 2019 

かがく博覧会

美祢 萩 津和野

山陽
小野田 宇部

今年もまた「匠」たちがアスピ
ラートへやってくる。
工芸作品から生活に密着した職
人技、みごとな手仕事が大集合。
美味しいモノは日替わりで出店
者が替わりますので、何度でも
ご来場ください。
日時　9 月 13 日（金）～ 16

日（月・祝）10 時～ 16 時（最
終日は 15 時 30 分まで）

場所　アスピラート（防府市戎町
一丁目 1-28）

問 アスピラート☎0835-26-5151

「腕前探訪」
ふるさとの匠たち

防府

問

問

申 問

今回は、山口で合宿をおこなった水
泳スペイン代表チームと本市との交
流についてご紹介します。

問国際交流課☎083-934-2725

vol.6 

　市民の応援が好成績のエネルギーに！

山口市国際交流員
エフライン

　また、７月３日には山口県立大学栄養学科の学
生との食の交流も行われました。学生たちは、こ
の日のために４月から選手の栄養バランスを考え
たメニューを準備してきました。学生たちの心の
こもったおもてなしに選手は感動し、交流が終わ
る頃には友情も芽生えている様子でした。

あじす保育園の
園 児 た ち が つ
くった応援ボー
ド。
真ん中にはスペ
イン国旗が描か
れている。

山口県立大学の学生との記念写真

　アーティスティックスイミング（AS）のスペイン
代表チームが、7 月 12 日～ 28 日に開催された世界
水泳選手権に向けた合宿のため、6 月末に山口を訪
れました。練習の初日には、あじす保育園の園児た
ちが飾り付けをした会場で選手を迎え、歓迎のダン
スを披露しました。子どもたちのかわいい笑顔に選
手たちは長旅の疲れも吹き飛んだ様子でした。

声援に応える選手たち。
この約２週間後に行わ
れ た 世 界 選 手 権 で は、
ハイライトルーティー
ンでスペインチームが
銅メダルを、オナ・カ
ルボネル選手がソロテ
クニカル、ソロフリー
で銀メダルを獲得した。

　６月 30 日に開催したエキシビションでは、オナ・
カルボネル選手のソロ演舞をはじめとする華麗でダ
イナミックな演技により、1,000 人を超える観客で
満員になった会場は大いに盛り上がりました。
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9/1（日）

開催中のイベント

9/1（日）～ 12/1（日）

9/22（日）

9/29（日）まで

山
口
市
長

9/8（日）

9/16（月・祝）、23（月・祝）
あいおえび狩り世界選手権大会

山口観光コンベンション協会
☎ 083-933-0088

中道海水浴場
問
所

新山口ゆめフェスタ

実行委員会
☎ 083-973-4274

小郡地域交流センター周辺
問
所

食
の
継
承

　
ま
だ
ま
だ
日
中
の
暑
さ
は
残
る
も
の

の
、
暦
の
上
で
は
処
暑
を
過
ぎ
、
朝
夕

は
幾
分
し
の
ぎ
や
す
く
な
る
な
ど
、
秋

の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

  

秋
は
「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
の
言

葉
も
あ
る
よ
う
に
、
多
く
の
海
や
山
の

幸
が
食
べ
頃
を
迎
え
ま
す
。
山
口
市
で

も
、
地
元
の
農
家
の
方
々
が
丹
精
込
め
て

育
て
ら
れ
た
新
米
を
は
じ
め
、
は
な
っ
こ

り
ー
や
り
ん
ご
な
ど
の
特
色
あ
る
作
物

を
美
味
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

  

近
年
で
は
、

本
市
の
地
域

お
こ
し
協
力

隊
を
卒
業
さ

れ
た
方
々
に

よ
る
、
こ
う

し
た
新
鮮
で

安
全
安
心
な

地
元
食
材
を

生
か
し
た
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
の

開
発
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
オ
ー
プ
ン
、
ま

た
、
新
商
品
開
発
に
向
け
た
食
の
身
近

な
相
談
所
の
設
立
な
ど
、
生
産
を
加
工

か
ら
販
売
へ
と
繋
げ
て
い
く
新
た
な
取

り
組
み
も
始
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

  

先
祖
代
々
と
受
け
継
い
で
き
た
土
地

で
、
地
域
の
食
文
化
や
歴
史
を
守
り
、

未
来
へ
と
継
承
さ
れ
る
農
家
の
方
々

や
、
食
材
の
更
な
る
魅
力
向
上
に
取
り

組
ま
れ
る
方
々
の
活
動
に
、
私
も
深
く

感
謝
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
想
い
の
詰

ま
っ
た
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

企画展「山口散策隊 - 信仰でた
どる江戸時代 -」

    歴史民俗資料館
　  ☎ 083-924-7001
問所

特別企画展「富永太郎と中原中也」
問所 　中原中也記念館
　 ☎ 083-932-6430

山口紙芝居定期上演

観光交流課
☎ 083-934-2810

狐の足あと
問
所

山口ゆらめき回廊

大路ロビー
☎ 083-920-9220

香山公園
問
所

9/26（木）～ 11/24（日）

9/23（月・祝）

9/23（月・祝）まで

開館 25 周年記念展
「ムットーニからくり文学館」

    中原中也記念館
　 ☎ 083-932-6430
問所

11/30（土）までの毎週土曜日

イベントカレンダー9
月

リアル宝さがしゲーム
「うちら！ななゆめ調査団」

山口ゆめ回廊博覧会実行委員
会事務局 ☎ 083-934-4152

山口市（大殿・白石コース、
湯田温泉周辺コース、阿知
須コース）、宇部市（北部コー
ス、ときわ公園コース、市
街地コース）の全６コース

問

所

宝の地図に記載されたヒントをも
とに街を歩き回り、隠された宝箱
を探し出す謎解きイベントです。

市民体育大会

スポーツ交流課
☎ 083-934-2912

維新百年記念公園、やまぐ
ちリフレッシュパーク

問

所

ふしの川漁協まつり

椹野川漁業協同組合
☎ 083-922-3537

椹野川漁業協同組合平川養
魚池周辺（平川河川公園）

問

所

Happy  COOL  CHOICE 
Meeting

環境政策課
☎ 083-941-2180

新山口駅北口駅前広場
問
所

どんぐりの森の宝探しツアー

森林セラピー山口
☎ 0835-56-5234

国立山口徳地青少年自然の家
問
所

【9/26（木）～ 29（日）】
ムットーニが語る！作品上演会
13 時からと 15 時からの１日
2 回、ムットーニ本人が口上を
まじえながら作品を上演しま
す。

あしたへトライ


